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総務省の今。
本誌では、総務省が発表した調査結果に関するさまざまなデータや最新のトピックスなどを紹介していきます。

 

 TOPICS

緊急消防援助隊を6,000隊規模に増強
今回、南海トラフ地震、首都直下地震の発生の切迫性や災害の特殊化等を踏まえ、
基本計画を平成26年度から平成30年度までの計画として変更し、緊急消防援助隊の
一層の充実強化を図ることとしました。（平成26年４月１日施行）

「緊急消防援助隊の編成及び施設の整備等に係る基本的な事項に関する計画」の変更 
平成26年3月5日 消防庁 報道発表より

東日本大震災での緊急消防援助隊の
活動状況

● 

地
震
発
生
直
後
か
ら
、主
な
被
災

県
で
あ
る
岩
手
県
、宮
城
県
及
び
福

島
県
の
３
県
に
向
け
て
は
、こ
れ
ら
被

災
県
以
外
の
44
都
道
府
県
の
緊
急
消

防
援
助
隊
の
出
動
を
指
示（
指
示
に

基
づ
く
出
動
は
初
め
て
の
こ
と
）。

● 

平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
活
動
終

了
の
６
月
６
日
ま
で
の
88
日
間
に
お

け
る
派
遣
人
員
総
数
は
、３
万
人
を

こ
え
、全
消
防
職
員（
１
５
８
，８
０
９

人
）の
５
人
に
１
人
に
相
当
。

● 

航
空
部
隊
は
、人
命
救
助
、空
中
消

火
及
び
情
報
収
集
等
に
、陸
上
部
隊

は
消
火
、救
助
、救
急
活
動
等
に
従
事

し
、現
在
ま
で
に
把
握
し
て
い
る
救

助
者
数
は
５
，０
６
４
人（
地
元
消
防

本
部
等
と
協
力
し
救
出
し
た
も
の
を

含
む
）。

強化
POINT 1

緊急消防援助隊の
6,000隊への大幅増隊

　
東
日
本
大
震
災
を
上
回
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
に
備
え
、大
規
模
か
つ
迅
速
な

部
隊
投
入
の
た
め
の
体
制
整
備
が

不
可
欠
で
あ
り
、平
成
30
年
度
の

登
録
目
標
数
を
６
千
隊
に
大
幅
増

隊
。国
家
的
な
非
常
時
を
想
定
し

て
、大
規
模
火
災
、倒
壊
家
屋
か
ら

の
救
助
、広
域
医
療
搬
送
を
行
う

た
め
、消
火
、救
助
、救
急
の
主
要

３
部
隊
を
増
強
す
る
こ
と
と
し
、

登
録
を
積
極
的
に
推
進
。

ピックアップ

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は

● 

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、平
成
７
年

阪
神・淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、大
規
模
災
害
等
に
お
い
て
被
災

し
た
都
道
府
県
内
の
消
防
力
で
は

対
応
が
困
難
な
場
合
に
、国
家
的
観

点
か
ら
人
命
救
助
活
動
等
を
効
果

的
か
つ
迅
速
に
実
施
し
得
る
よ
う
、

全
国
の
消
防
機
関
相
互
に
よ
る
援

助
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、平
成
７

年
６
月
に
創
設
。

● 

こ
の
緊
急
消
防
援
助
隊
は
、平
常

時
に
お
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
消
防
責
任
の
遂
行
に
全

力
を
挙
げ
る
一
方
、い
っ
た
ん
我
が

国
の
ど
こ
か
に
お
い
て
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、消
防
庁

長
官
の
求
め
又
は
指
示
に
よ
り
、全

国
か
ら
当
該
災
害
に
対
応
す
る
た
め

の
消
防
部
隊
が
被
災
地
に
集
中
的
に

出
動
し
、人
命
救
助
等
の
消
防
活
動

を
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
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強化
POINT 2

ドラゴンハイパー・
コマンドユニットの新設、
車両等の開発

　

東
日
本
大
震
災
で
の
千
葉
県
市

原
市
や
宮
城
県
仙
台
市
で
発
生
し

た
よ
う
な
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
災

害
に
対
応
す
る
た
め
、緊
急
消
防

援
助
隊
に
、特
殊
災
害
対
応
に
特
化

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー・産
業
基
盤
災
害

即
応
部
隊「
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
イ
パ
ー・コ

マ
ン
ド
ユ
ニ
ッ
ト
」※
を
新
設
。

　

ま
た
、即
応
部
隊
の
中
核
と
な

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
基
盤
災
害

対
応
型
消
防
水
利
シ
ス
テ
ム
を
配

備
す
る
と
と
も
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
基
盤
災
害
対
応
の
た
め
の
消

防
ロ
ボ
ッ
ト
を
研
究
開
発
。

※
平
成
30
年
度
ま
で
に
、全
国
12
地
域
に
部

隊
配
備
予
定
。

ドラゴンハイパー・コマンドユニット　配備車両

大型放水砲搭載ホース延長車 大容量送水ポンプ車

※写真は、現時点でのイメージです。

強化
POINT 3

緊急消防援助隊の
機動力の強化

　
緊
急
消
防
援
助
隊
出
動
決
定
後

に
緊
急
に
出
動・先
遣
し
、被
災
地

で
の
救
助・消
火
活
動
、さ
ら
に
は

後
続
す
る
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活

動
に
資
す
る
情
報
収
集・提
供
を
行

う「
統
合
機
動
部
隊
」を
新
設
。（
全

国
で
50
部
隊
程
度
）

東
日
本
大
震
災
の
出
動
状
況

3 2

東日本大震災時の応援都道府県

１次出動指示
（３月１１日）
２次出動指示

（３月１１日）
３次出動指示

（３月１２日）
４次出動指示

（３月１３日）
５次出動指示

（３月１４日）
６次出動指示

（３月２５日）



終了促進措置（新制度）

行
政
相
談
委
員
の
主
な
活
動

行
政
相
談 

改
善
事
例

行
政
相
談
制
度
と
委
員

特集

困ったら一人で悩まず

行政相談
行政相談は、行政などへの苦情や意見、要望を受け付け、

その解決や実現を促進するとともに、行政の制度や運営の改善に生かす仕組みです。

無料で相談でき、秘密は固く守られます。

相談内容も医療保険、年金、道路、社会福祉、雇用等多岐にわたっています。

行政相談ってなぁに？
1 この間、友達が夜コンビニに

車で入ろうとしたら、
この側溝にはまって
パンクしたらしいんだ。

それはアブナかったね！
他人事じゃないなあ…

なんとか
ならないかなぁ？

どこに言ったら
いいかな？

それは早急に対応策を
講じないといけませんね。

あれ！
　　　　

これからは
何か気づいたら
行政相談だね！

現地を見てから
関係の役所に
お願いしてみます。

もう
転落防止柵が
できてる！

街の行政相談委員さんの存在を知り、相談することに・・・。

43

11 2

あなたの身近に
行政相談委員 全国に

約5,000人

行 政 相 談 委 員 と は

　皆さまのお住まいの市（区）町村には、総務大臣から委嘱された全国約5,000人の行政相談委員がいます。
皆さまの相談相手として、行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きなどに関する相談を受け付け、
その解決のための助言や関係行政機関に対する通知などの仕事を無報酬で行っています。

Q どんなことが相談できるのですか？

A
「手続きが分かりにくい」、「行政機関の決定が不公平」、「安全性に欠ける公共施設がある」、
「高齢者や障がい者への配慮に欠けている」、「職員の応接態度が悪い」などの行政に関す
る様々な相談を受け付けています。

Q どんな方が行政相談委員になっているのですか？

A
行政相談委員は、国民の皆さまの身近な相談相手として総務大臣から委嘱された民間有識者

（ボランティア）です。行政相談委員は、各市（区）町村に1人以上配置されていて役所に関す
るお困りごとの相談を毎年約9万件（総務省の行政相談処理件数は全体で約17万件）受け
付け、助言や関係機関に対する通知などを行っています。

Q どんな場所で相談所は開設されているのですか？

A 次のページで詳しくご紹介します。

電話による相談
＜行政苦情110番＞

TEL 0570-090
ー

110
お こまり なら まる まる くじょ ひゃくとおばん

全国共通番号　

●最寄りの管区行政評価局・行政評価事務所につながります。●PHS、一部のIP電話等では、ご利用できない
場合があります。 ●平日の夜間、土日・祝日（終日）は、留守番電話で対応しています。 ●ご相談のお電話は、
相談内容の正確な把握のため、録音させていただいています。

 

QRコード

インターネット
による相談

行政相談受付 検 索

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/soudan.html
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行
政
相
談
委
員
の
主
な
活
動

行
政
相
談 

改
善
事
例

行
政
相
談
制
度
と
委
員

困ったら一人で悩まず行政相談特集

あなたの身近な
場所でご相談を
受けています。

▲高岡法科大学出前教室（富山）　

▲遠野市青笹地区
　行政相談懇談会（岩手）　

▲白鷹町行政相談改善　
事例パネル展（山形）　

▲福田屋インターパーク店
　定例相談所（栃木）

▲大館圏域産業祭特設相談所
（秋田）

▲勝山市立成器西小学校
出前教室（福井）

▲福井市清水地区寿クラブ
出前講座（福井）

▲安堵町産業フェスティバル
特設相談所でのＰＲグッズ
の配布（奈良）　

▼岡山駅前での広報
　チラシの配布（岡山）

▲いぶすき産業まつり特設相談所
　（鹿児島）　

草加市立新田小学校 

▲

出前教室（埼玉）

大蔵村行政相談懇談会 

▲

（山形）

城里町特設相談所（茨城） 

▲

▲

▲小浜市口名田地区
　行政相談懇談会（福井）

▲

主 な 活 動

行政相談所

　行政相談委員は、公民館などの公共施設やショッピングセンターなど、地域の身近
な場所で相談所を開設し、苦情や意見・要望を受け付けています。区域の広い市（区）
町村や交通の不便なところでは、地域を巡回して相談所を開設しています。
　また、民生委員、人権擁護委員などと合同で相談所を開設している場合もあります。

京王線橋本駅まちかど
　行政相談所（神奈川）

イベント等でも
行政相談のPRを行いながら
相談所を開設しています。

行政相談
懇談会
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　行政相談委員は、自治会、婦人会などの代表者や地域の方々との懇談会を開催し、
行政に関する苦情や意見・要望をお聞きし、地域のお役に立っています。

行政相談
出前教室

神戸市立千代が丘小学校
　出前教室（兵庫）

　行政相談委員と管区行政評価局・行政評価事務所の職員が一緒に、小学校、中学
校、高校、大学等に出向いて、行政相談の改善事例を具体的に紹介しながら、行政相
談制度の授業を行っています。
　出前教室では、児童やその保護者等から、身近な困りごとを聞き、実際に行政相談
として対応し、その結果を紹介するなど、児童等が行政相談制度を体感できるように
工夫しています。



行
政
相
談
委
員
の
主
な
活
動

行
政
相
談 

改
善
事
例

行
政
相
談
制
度
と
委
員

困ったら一人で悩まず行政相談特集
行政相談委員は、
地域の困りごとから
行政の制度・運営のことまで
ご相談を受け付けます。

行 政 相 談 委 員 に よ る 主 な 改 善 事 例

事 例 1 道路沿いにある郵便ポストを移設してほしい。

相談内容
　道路沿いにあるポス
トの利用者がポスト前
に一時停車している。
ここは交通量が多く、
一時停車は危険なの
で、何とかしてほしい。 

改善結果
　行政相談委員は現地
確認の上、郵便局に改
善を要請しました。そ
の結果、ポストは同郵
便局の駐車場付近に移
設されました。

事 例 2 国道の側溝に子供の足が入りそうな穴があり危険なので改善してほしい。

相談内容
　国道の側溝蓋に直径10㎝
以上の穴が開いている。子供
の足が入ったり、高齢者が穴
につまずき転倒したりするな
どの恐れがあるので改善し
てほしい。

改善結果
　行政相談委員は現地確認
の上、管区行政評価局に報告
しました。管区行政評価局が
国道事務所に改善を要請し
た結果、穴はコンクリートで
塞がれました。

事 例 3 健康保険と国民健康保険の二重加入の可能性があるので、調べてほしい。

相談内容
　市役所から国民健康保険証の更新通知が送られてきた
が、私は、会社勤務なので、健康保険に加入しているはず
である。健康保険と国民健康保険に二重加入している可
能性があるので、調べてほしい。

改善結果
　行政相談委員が市に調査を依頼したところ、相談者が
勤める会社が健康保険の加入手続をしていないことが分
かりました。
　市が会社に連絡した結果、会社は相談者の健康保険の
加入手続をし、相談者が健康保険料を遡及して納付した
ため、市は国民健康保険料を相談者に返納しました。

事 例 4 不動産担保型生活資金を利用したい。

相談内容
　私は高齢者で生活が苦しく、不動産担保型生活資金
を利用しようと思い、パンフレットを見たが、居住する不
動産の評価額が1,000万円以上でなければ利用でき
ないと書かれていた。何か利用できる支援制度を教え
てほしい。
※不動産担保型生活資金：

低所得者の高齢世帯に一定の居住用不動産を担保として生活資金
を貸し付ける資金。社会福祉協議会が実施。

改善結果
　行政相談委員が調べたところ、要保護世帯向けの場合、
居住する不動産の評価額が500万円以上であれば、利用
できると分かりました。
　行政相談委員と相談者が社会福祉協議会に行き、相
談したところ、同資金を利用することができました。
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事 例 5 ゆうパック取扱所のコンビニでは持込割引を行ってほしい。

相談内容
　日本郵便の「ゆうパック」のチラシには、コンビ二等の
取扱所に荷物を持ち込むと、割引になると書かれてい
るが、町内のコンビニに持ち込んだところ、「ここでは、
割引をしていない。割引を希望する場合、郵便局に持ち
込んでほしい。」と言われた。
　コンビニは土日も開いており便利なので、チラシどお
り、コンビニでも持込割引をしてほしい。

改善結果
　行政相談委員が確認したところ、隣接町のゆうパック
取扱いのコンビニでも持込割引が認められていないた
め、行政評価事務所に報告しました。
　行政評価事務所が日本郵便に対し改善を要請した結
果、チラシどおりの取扱をするよう指導が行われ、本件
及び隣接町のゆうパック取扱いのコンビニで持込割引
が行われるようになりました。

事 例 6 高校での業者模試の下校中の事故に災害共済給付金を支給してほしい。

相談内容
　高校での業者模試の下校中に交通事故に遭い、怪我を
したので、災害共済給付金（※）を申請したが、業者模試
は給付金の対象外として、受け付けられなかった。
　業者模試は、学校管理下で行われたので、災害共済給
付金を支給してほしい。
※災害共済給付制度：

学校管理下で、児童生徒等が負傷、疾病等した際、医療等を支給
するもので、独立行政法人日本スポーツ振興センターが運営。

改善結果
　行政相談委員、行政評価事務所及び総務省行政評価
局が調べたところ、日本スポーツ振興センターは、災害
が学校管理下で生じたものかどうかは個別に判断する
としていますが、業者模試を一律対象外とする資料を配
付していました。このため、行政苦情救済推進会議（※）
に付議した結果を踏まえ、同センターに対し、学校等が
誤解しないように配布資料を見直し周知徹底するよう、
あっせんしました。
　その結果、同センターは、業者模試での災害について
も、学校管理下である場合、災害共済給付金の対象にな
る旨を学校等に周知しました。
※行政苦情救済推進会議：

総務省に寄せられた相談のうち、解決が困難なものについて付議。
民間有識者で構成。



MIC
FOCUS

「電波の日・情報通信月間」記念式典と参加行事について

   

白米

平成
26年度「電波の日・
情報通信月間」

記念式典が行われます。
情報通信の発展に貢献した個人および団体に対して

表彰を行います。

平成26年度 情報通信月間テーマ

「夢がひろがる、未来へつながる、ICTスマートライフ」
表彰内容

1.「電波の日」総務大臣表彰　（個人／団体）

2.「情報通信月間」総務大臣表彰　（個人／団体）

3.「地域発デジタルコンテンツ」総務大臣奨励賞

4.「オープンデータ・アプリ」総務大臣奨励賞

5.情報通信月間推進協議会会長表彰
　　（志田林三郎賞／情報通信功績賞）平成25年度電波の日・情報通信月間

記念中央式典 表彰式の模様

　

総
務
省
は
、第
64
回「
電
波
の
日
」（
平
成

26
年
６
月
１
日
）お
よ
び
平
成
26
年
度「
情

報
通
信
月
間
」（
同
年
５
月
15
日
か
ら
６
月

15
日
ま
で
）に
あ
た
り
、６
月
２
日
に
記
念
中

央
式
典
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
中
央
式
典
に
お
い
て
は
、電
波
監
理
、

電
波
利
用
ま
た
は
情
報
通
信
の
発
展
に
貢

献
し
た
個
人
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
、総
務

大
臣
、情
報
通
信
月
間
推
進
協
議
会
会
長
か

ら
表
彰
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
通
信
月
間
の
期
間
中
は
、「
夢
が
ひ

ろ
が
る
、未
来
へ
つ
な
が
る
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
フ
」を
テ
ー
マ
に
、情
報
通
信
月
間
推

進
協
議
会
と
総
務
省
が
一
体
と
な
っ
て
、全

国
各
地
で
情
報
通
信
に
関
す
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
の
多
彩
な
行
事
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。そ
れ
ら
行
事
を
通
し
て
、情
報
通

信
の
発
展
が
人
々
の
利
便
性
を
高
め
、経
済

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、国
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
情
報
通
信
月
間
の
テ
ー
マ

で
あ
る「
夢
が
ひ
ろ
が
る
、未
来
へ
つ
な
が

る
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」に
は
、ビ
ッ
グ

デ
ー
タ・オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
な
ど
の
豊
富
な

情
報
を
基
に
、生
活
に
夢
が
ひ
ろ
が
り
、夢

が
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
な
生
活
が
実
現
す
る
と
の

期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

平成25年度 情報通信月間行事の様子
平成25年度の情報通信月間は、「元気をつなぐ、未来へ紡ぐネットワーク」をテーマとし、

全国各地で情報通信に関する様々な行事が開催されました。
（平成26年度の参加行事については、P12-13をご覧ください。）

平成25年度 実施行事①

親子電波教室
（近畿総合通信局管内）

様々な実験や工作を通して、電波利用について楽しく
学びます

ラジオの製作体験で完成後の動作テスト
に思わず歓声があがります

平成25年度 実施行事②

テレビ送出設備、
スタジオ見学及び
バーチャルスタジオ見学

（信越総合通信局管内）

番組放送準備中のスタジオで放送される仕組み
などを学ぶスタジオ見学

実際のテレビ番組制作方法に触れるバーチャル
スタジオ体験

平成25年度 実施行事③
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奥能登スマート観光
プロジェクト体験バスツアー

（北陸総合通信局管内）

全国的にも名高い
しろよね

千枚田でスマホやタブ
レットを片手に能登の海風と絶景を楽しむ

観光スポットに向かって歩きながら、AR（拡張現
実技術）による観光ナビを体験

情報通信月間とは？
情報通信の普及・振興を図ることを目的として設けられま
した。5月15日〜6月15日の期間中は、全国各地で様々な
行事を実施し、豊かな生活を実現する情報通信について
広く国民の理解と協力を求めていくこととしています。

電波の日とは？
昭和25年6月1日に、電波法、放送法が施行され電波の利
用が広く国民に開放されました。これを記念して国民各層
の電波に関する知識の普及・向上と、電波利用の発展に役
立つよう、6月1日を電波の日として制定したものです。



MIC  FOCUS 「電波の日・情報通信月間」記念式典と参加行事について

平成
26年度情報通信月間

参加行事のご案内
「夢がひろがる、未来へつながる、ICTスマートライフ」をテーマに

全国各地でイベントを開催いたします。
お近くのイベント会場に足を運んでみてください。

北海道

関東

東北

北陸

東海

近畿
中国

四国
九州

沖縄

信越

ここでご紹介したもの以外にも、
沢山の行事が予定されています。
行事の一覧は
http://www.jtgkn.com/

（情報通信月間のホームページ）を
ご覧ください。
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北海道総合通信局管内

北海道
ビッグデータ・オープンデータ
利活用推進セミナー(仮称)
5月27日（火）／札幌市
ビッグデータ・オープンデータの推進に向け、
現状や先進事例等を紹介

北海道
電波有効利用促進セミナー(仮称)
6月13日（金）／札幌市
地域に役立つ電波利用の促進をテーマとしたセミナー

東北総合通信局管内

宮城県
ＩＣＴ推進フェア２０１４ in東北
５月２８日（水）～２９日（木）／
せんだいメディアテーク（仙台市）
ICTの最新情勢・関連施策の今後の動向をテーマとした
講演会・展示会

岩手県
いわてICTフェア２０１４
６月６日（金）／アイーナ（盛岡市）
東日本大震災津波からの復興や地域活性化に役立つICTの利活用
について、最新の技術・製品を体験できる展示・講演会

福島県
情報通信月間特別講演会
６月６日（金）／ホテルサンルートプラザ福島（福島市）
ICTの最新情勢や関連施策に関する今後の動向をテーマとした
講演会

関東総合通信局管内

千葉県
千葉県地域IT化推進協議会総会・
ちばIT利活用セミナー
５月27日（火）／プラザ菜の花（千葉市）
自治体職員、企業及びＮＰＯ法人に地域IT利活用の普及啓発を
図るための講演会・展示会

東京都
ワイヤレス・テクノロジー・パーク２０１４

（ＷＴＰ２０１４）
5月28日（水）～30日（金）／東京ビッグサイト（港区）
無線通信技術の研究開発を行う官民が集まり、技術の事業化や
標準化推進、国際競争力強化を促進

東京都
ｉＰＯＰ ２０１４
(第１０回IPと光ネットワークに関する国際会議）
5月22日（木）～5月23日（金）／
NTT武蔵野研究開発センター（三鷹市）
光技術とインターネットプロトコル技術の融合によるブロード
バンド社会実現を目指した技術と標準化に関する国際会議

信越総合通信局管内

長野県
ＩＣＴに関する講演会
5月26日(月)／メルパルク長野（長野市）
情報通信の普及促進に寄与する講演会

新潟県
ブロードバンド利活用セミナー
6月13日(金)／チサンホテル新潟（新潟市）
ブロードバンド利活用の推進のためのセミナー

新潟県
地域オープンデータ戦略セミナーin新潟
6月中旬／新潟市
オープンデータの活用事例などを紹介するセミナー

東海総合通信局管内

静岡県
情報通信フロンティアセミナーｉｎ静岡
５月３０日（金）／
ホテルセンチュリー静岡（静岡市）
シャドーＩＴ対策やＷｉ－Ｆｉ事業の最新事例を紹介

愛知県
情報通信セミナー２０１４
６月１１日（水）／名古屋ガーデンパレス（名古屋市）
ハイブリッドキャスト技術など高度な放送サービスの最新動向を探る

北陸総合通信局管内

石川県
Ｇ空間シティ・ICT街づくり推進セミナー
6月／能美市
準天頂衛星等の最新動向の紹介と研究施設の見学会

富山県
教育情報化推進フォーラムin富山
5月／富山市
ICTを活用した教育の情報化に関する取組紹介

福井県
青少年安心・安全ネットづくりセミナーin福井
6月9日（月）／福井市地域交流プラザ（福井市）
青少年のスマホ利用の実態とネット依存の事例及び対策

近畿総合通信局管内

大阪府
４Ｋフェスタ２０１４
5月22日(木)／
関西テレビ アリーナスタジオ（大阪市）
４Ｋ＆８Ｋスーパーハイビジョン技術セミナー等・４Ｋシアター視聴体験

大阪府
メディアのツボ２０１４講演会
6月6日(金)、6月13日(金)／MBS本社（大阪市）
これからのテレビ・ラジオは通信との連携の中で
暮らしをどう変えるのか

京都府
近畿情報通信講座

「ＩＣＴを活用した緊急情報提供システムの動向」
6月下旬／京都市
防災情報など、情報提供システムの動向についての講座

中国総合通信局管内

広島県
中国地域におけるICT利活用セミナー
７月中／広島市
G空間情報やビックデータ等の地域利活用についての講演

広島県
情報セキュリティ政策と個人情報保護セミナー
５月２２日（木）／広島市
情報セキュリティ政策の現状と個人情報保護の取組についての講演

山口県
マルチメディア講演会
６月4日（水）／山口市
情報通信分野の最新動向についての講演

四国総合通信局管内

香川県
オープンデータセミナーｉｎ高松
5月14日（水）／
e－とぴあ・かがわ BBスクエア（高松市）
オープンデータに対する取り組み事例を紹介し、一層の利活用を
推進するためのセミナー

愛媛県
海上交通の安心・安全に関する記念講演会
5月23日（金）／ピュアフル松山（松山市）
海上交通の最前線で活躍する講師を招き、現状や情報通信の
活用による安心・安全なシステムについて講演

香川県
ＩＣＴを活用した街づくりセミナー
～四国管内事業成果の紹介～
5月29日（木）／
e－とぴあ・かがわ BBスクエア（高松市）
3地域で実施したICT街づくり推進事業の取組成果の紹介

九州総合通信局管内

福岡県
防災ラジオ組み立て教室
６月８日（日）／北九州市
防災ラジオの製作体験と「防災の心構え」を学ぶ

福岡県
スマートＩＣＴ利活用セミナー（仮称）
７月／福岡市
スマートＩＣＴの利活用を促進するセミナーを開催

熊本県
わいわいkid's2014～"光"ブロードバンドを
活用した遠隔コミュニケーション～（仮称）
６月下旬～７月上旬／熊本県
超高速光ブロードバンドで遠隔コミュニケーションを体感

沖縄総合通信事務所管内

沖縄県
平成２６年度情報通信月間講演会（仮称）
６月中旬／那覇市
情報通信の普及・振興を図るための、情報通信に関する講演会

沖縄県
防災通信講演会
５月20日（水）／沖縄産業支援センター（那覇市）
非常災害時の有効な情報伝達のあり方や防災・減災のための
ICT利用に関する講演会
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平成26年度

総務省 所管予算が
決定しました

　平成２６年度予算については、デフレ不況からの脱却・経済再生と財政健全化をあわせて目指すという政

府方針のもと、総務省が果たすべき課題を大きく、民間投資を喚起する成長戦略、国・地方を通じた財政健

全化・地方分権改革の推進の二つと認識し、これらの課題に対応するために策定した総務省のミッションと

アプローチの実現に向けた取組を推進するための予算として編成しました。

一般会計 平成26年度予算

16兆9，127億円
（単位：億円）

区　分　 平成26年度
予算額 A　

平成25年度
当初予算額 B　

比較増減額
（A-B）C

増減率
（C/B）％

地方交付税等財源繰入れ 161,424 163,927 ▲ 2,503 ▲ 1.5

一般歳出 7,703 8,402 ▲ 699 ▲ 8.3

恩給費　 4,217 4,787 ▲ 570 ▲ 11.9

その他政策的経費 3,486 3,615 ▲ 129 ▲ 3.6

総務省所管合計 169,127 172,329 ▲ 3,202 ▲ 1.9

※　計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。
※　平成25年度当初予算額のその他政策的経費には、参議院議員通常選挙関係経費504億円を含む。

東日本大震災復興特別会計 ※総務省関係分

5，801億円
「東日本大震災復興特別会計」は、復興に係る国の資金の流れの透明化
を図ること等を目的に設けられた会計です。総務省関係では、東日本大
震災の復旧・復興事業の地方負担分及び地方税の減収分等を全額措置
するための震災復興特別交付税及び譲与税配付金特別会計へ繰り入れ
るために必要な経費や、被災地における消防防災体制の充実強化、災害
に強いインフラの構築等に必要な経費を計上しました。

（単位：億円）

区　分　 平成26年度
予算額 A　

平成25年度
当初予算額 B　

比較増減額
（A-B）C

増減率
（C/B）％

総務省所管計上額 5,723 6,053 ▲ 330 ▲ 5.4

復興庁所管計上額　 78 79 ▲ 1 ▲ 1.4

総務省関係費合計 5,801 6,132 ▲ 331 ▲ 5.4

※　計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。

組織別予算額
（単位：億円）

区　分　 平成26年度
予算額 A　

平成25年度
当初予算額 B　

比較増減額
（A-B）C

増減率
（C/B）％

総務本省 168,763 171,969 ▲ 3,206 ▲ 1.9

管区行政評価局 110 116 ▲ 6 ▲ 5.2

総合通信局 121 114 7 6.4

公害等調整委員会 6 5 1 19.2

消防庁 127 125 2 1.4

総務省所管合計 169,127 172,329 ▲ 3,202 ▲ 1.9

※　計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。

MIC MONTHLY MAGAZINE     2014 May

15 14



CLOSE-UP MIC 平成26年度 総務省 所管予算が決定しました

5つのミッションの実現に向けて

● …………………………………………………………………………………… 
●   ………………………

● …………………………………………… 

● …………………… 
● …………………………………………………………………………………………… 
● ………………………………………………… 
● …………………………………………………………………… 

● ………………………………………………………… 
● ……………………………………… 
● …………………………………………………………………………………… 

●
……………………………………………… 

● …………………………………………………………… 
● ………………………… 
● ………………………………………………… 

● ……………………………………………………………  

Mission
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Ⅰ
元
気
を
つ
く
る

1. 活力ある地域づくりを通じた
新しい成長の実現

170,451.4億円
 地域の元気創造プラン 25.8億円
 地域の自立促進等（過疎地域等の条件不利地域を含む） 10.8億円
 地方財政の健全化と自立促進 170,414.7億円

2. 経済再生に貢献するICT成長戦略の推進

1,059.7億円
 ビッグデータ・オープンデータの利活用の推進等 47.9億円
 G空間×ICTの推進 14.0億円
 世界最高レベルの通信インフラの整備 6.6億円
 ICT産業の国際競争力強化 991.3億円

3. 新たな市場創出のための国際展開の推進 

56.0億円
 地デジ・ICTインフラの海外展開 56.0億円

MissionⅡ
命
を
ま
も
る

4. 東日本大震災からの復興の着実な推進

5,801.0億円
 震災復興特別交付税の確保 5,723.3億円
 被災地における消防防災体制の充実強化 38.9億円
 ICTによる復興の推進 38.8億円

5. 国民の命を守る消防防災行政の推進

104.6億円
 コンビナート災害等に対応した

　 　緊急消防援助隊の機動能力の強化 58.6億円
 地域の消防防災体制の充実強化 25.1億円
 ICTやG空間情報を活用した災害対応力の強化 15.3億円
 大規模地震に備えた予防対策等の推進 5.8億円



CLOSE-UP MIC 平成26年度 総務省 所管予算が決定しました

● ……………………………………………………………………………………………… 

● …………………………………………………………………………………… 

● ………………………………………………………………………………………… 
● ………………………………………………………………… 
● ………………………………………………………………………… 
● ………………………………………………………… 

MissionⅢ
便
利
な

く
ら
し
を

つ
く
る

6. 国民本位の電子行政の実現と
番号制度の導入

477.7億円
 電子行政の推進 130.7億円
 個人番号制度の導入 347.0億円

7. ICTによる社会的課題の解決と
豊かな生活の実現

25.9億円
 超高齢社会への対応 14.1億円
 資源探査及び社会資本整備支援 3.5億円
 教育分野におけるICTの活用 6.2億円
 高度道路交通システム（ITS）の推進 2.1億円

MissionⅣ
み
ん
な
の
安
心
を

ま
も
る

8.
●

国民生活の安定・充実

4,262.2億円
 恩給支給や公的年金の適切な運営 ………………………………………… 4,262.2億円

9.
●

ICTの安心・安全の確保

32.1億円
 サイバーセキュリティの強化 …………………………………………………………………… 14.1億円

● 安心･安全なＩＣＴ利用環境の整備 ……………………………………………………………… 6.1億円
● 放送ネットワークの強靭化等 …………………………………………………………………… 11.9億円

10.
●

郵政民営化の着実な推進

3.9億円
 郵政事業の新たな展開とユニバーサルサービスの確保 ………… 3.9億円

MissionⅤ
国
の
仕
組
み
を

つ
く
る

11. 効率的で質の高い行政の実現

188.5億円
● 行政運営の改善、効率化 ………………………………………………………………………………… 0.8億円
● 行政の透明化・国民の権利利益の救済の強化 ………………………………… 1.3億円
● 政策評価と行政事業レビューの連携強化等 ……………………………………… 9.3億円
● 公的統計の体系的な整備、
　 　電子化・オープン化の推進 ………………………………………………………………… 177.0億円

12. 地方分権改革の推進

170,048.5億円

● ……………………………………………………………………………………………………… 

● 大都市制度の改革 ………………………………………………………………………………………………… 0.1億円
● 地方中枢拠点都市による新たな広域連携の構築等 …………………… 1.3億円
● 税収が安定的で偏在性の小さい
　 　地方税体系の構築 ………………………………………………………………… 170,047.1億円
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13. その他の主要事項

320.1億円
 政党交付金 320.1億円



壬生町
※この地図はダミーです。

 

壬
力

壬力

栃木県

栃木県

壬生町

壬生町

「おもちゃのまち」は今、
「

み りょく

UPスマイルプラン」を掲げて、
希望に満ちたまち創りに邁進しています。

壬生町おもちゃ博物館

国谷

安塚

とちぎ
わんぱく公園

壬生町
おもちゃ博物館

壬生ふれあいプール

壬生町立
壬生北小茶臼山古墳

壬生町立陸小

星の宮カントリー倶楽部

壬生町立
羽生田小

壬生町立
稲葉小

壬生町立壬生中

壬生町立
藤井小

壬生一里塚

壬生町立
壬生小

壬生町役場

壬生町立
南犬飼中

壬生IC
壬生PA

東
武
宇
都
宮
線

北関
東自

動車
道

352

121

おもちゃのまち

壬生

宮の森
カントリー倶楽部

獨協医科
大学病院

人口…39,912人 （平成26年3月末現在）
面積…61.08km2

H P…http://www.town.mibu.tochigi.jp/

壬 生 町の 歴 史
壬生町は、栃木県の中南部、東京から北に約90ｋｍの距離にある町です。おもちゃ工業団

地の誘致をきっかけに生まれた「おもちゃのまち」の地名で全国に知られ、また、獨協医科

大学を核とした「メディカルタウン」という特長も持っています。町内を東武鉄道宇都宮線

が縦断し、北関東自動車道壬生ICを経て高速道路網に直結するなど交通の便にも優れ、

宇都宮市や栃木市のベッドタウンにもなっています。一方、産業面ではイチゴやトマト、ニ

ラなど特産となる農産物も多く、農工商のバランスのとれたまち創りを目指しています。

み ぶ ま　ち
わが町
自慢
　

町
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
、壬

生
町
で
は
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
が
壬
生
町
と

同
じ
名
を
も
つ
野
菜「
壬
生
菜
」。そ
も

そ
も
は
同
じ
地
名
の
京
都
・
壬
生
地
区

で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
京
野
菜

で
、最
近
、八
百
屋
さ
ん
の
店
頭
で
も
よ

く
見
か
け
る
ミ
ズ
ナ
の
一
種
で
も
あ
り

ま
す
。そ
れ
を
壬
生
町
の
名
と
と
も
に
、

全
国
に
広
め
よ
う
と
い
う
の
が
ブ
ラ
ン

ド
化
の
た
め
の
戦
略
。現
在
、試
験
栽
培

と
と
も
に
、菜
飯
や
玉
子
炒
め
、煮
浸
し

な
ど
レ
シ
ピ
づ
く
り
な
ど
も
進
め
、ま
ず

は
京
浜
地
域
で
の
販
売
拡
大
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
」が
未
来
に
向
か
っ
て

動
き
出
す
、

み

り
ょ
く

ア
ッ
プ
の
ま
ち
創
り
。

お
も
ち
ゃ
工
業
団
地

の
誕
生
か
ら

　
「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
」。ひ
ら
が
な
７
文
字

か
ら
な
る
こ
の
愛
ら
し
い
名
称
を
目
に
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。住
所
で
い
う
な
ら
ば
、栃
木
県
下
都

賀
郡
壬
生
町
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
。そ
う
、今
回

ご
紹
介
す
る
壬
生
町
の
北
東
部
に
あ
た
る

れ
っ
き
と
し
た
地
名
な
の
で
す
。町
内
を
走

る
東
武
鉄
道
宇
都
宮
線
に
は
同
名
の
駅
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
は
昭
和
40
年
、立
地
条
件
が
悪

く
な
っ
た
東
京
の
下
町
か
ら
玩
具
工
場
が
集

団
で
移
転
し
て
き
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し

た
。こ
う
し
て
生
ま
れ
た
お
も
ち
ゃ
工
業
団
地

を
中
心
に
宅
地
開
発
な
ど
の
新
し
い
ま
ち
創

り
が
進
み
、多
く
の
人
々
が
働
き
暮
ら
す「
お

も
ち
ゃ
の
ま
ち
」が
創
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

「
お
も
ち
ゃ
」を

観
光
資
源
に

　
と
こ
ろ
が
時
代
が
平
成
に
な
る
と
、工
場

を
海
外
へ
と
移
転
す
る
玩
具
メ
ー
カ
ー
が
増

え
て
、お
も
ち
ゃ
工
業
団
地
の
様
相
が
変
わ

り
始
め
ま
し
た
。そ
こ
で
壬
生
町
で
は「
お
も

ち
ゃ
」を
生
か
し
た
新
た
な
町
お
こ
し
に
取

り
組
み
ま
し
た
。そ
う
し
て
平
成
７
年
に
は
、

地
域
総
合
整
備
事
業
債
を
活
用
し
て
建
設

し
た「
壬
生
町
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
の
企
画
や
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

お
も
ち
ゃ
工
業
団
地
の
協
同
組
合
に
も
力
を

借
り
、こ
れ
ま
で
２
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実

施
。希
少
な
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
玩
具
の
展
示
、北
関
東
最
大
級
の
鉄

道
ジ
オ
ラ
マ
、大
型
遊
具
な
ど「
見
て
、体
験

し
て
、遊
べ
る
」博
物
館
と
し
て
、い
つ
で
も

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、37
．２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な

総
合
公
園「
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
」と
隣
接

し
て
お
り
、北
関
東
自
動
車
道
の
Ｉ
Ｃ
か
ら

も
近
く
、親
子
連
れ
が
一
日
過
ご
す
に
は
ま

さ
に
ぴ
っ
た
り
の
環
境
。お
も
ち
ゃ
博
物
館
に

は
年
間
約
20
万
も
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
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壬生町おもちゃ博物館
マスコットキャラクター
壬雷ちゃん



ろん ご だいろうしょう

壬生町は「壬
み

力
りょく

UPスマイルプラン」のもとで
次の未来へのチャレンジを続けています。

高度な医療技術を誇る特定機能病院、
獨協医科大学病院

みぶまち・獨協健康大学
講座風景

県内唯一の
ドクター・ヘリ

農産物地域ブランド
「みぶの妖精」キャラクター
ミーナ

みぶハイウェーパーク・道の駅みぶ

とちぎわんぱく公園内 花壇

甘さたっぷりの「とちおとめ」。みぶの妖精の代表格

就労支援施設「むつみの森」で、
壬生産のとちおとめと砂糖だけで
作った苺ジャム

特産の苺ジャムを使用し、
むつみの森で作ったパンの缶詰

太陽が宿り、健康にも良いとされる
トマトも、みぶの妖精のひとつ

町
の
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化

　

壬
生
町
が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
」と
し
て
ば
か
り
で

は
な
く
、も
う
一
つ
特
産
品
と
し
て「
か
ん

ぴ
ょ
う
」が
あ
り
ま
す
。そ
の
歴
史
は
古
く
、

町
に「
か
ん
ぴ
ょ
う
」が
伝
来
し
た
の
は
約

３
０
０
年
前
。現
在
で
は
、町
と
周
辺
４
市
町

で
全
国
の
95
％
を
生
産
す
る
と
い
う
規
模
に

ま
で
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
町

の
代
名
詞
と
な
る
も
の
を
一
つ
で
も
多
く
創

り
出
し
て
い
こ
う
と
今
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
は
、町
内
で
収
穫
さ
れ
る
イ
チ
ゴ
や

ト
マ
ト
、ニ
ラ
な
ど
の
主
要
農
作
物
を
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
た
め
、農
作
物

全
般
に「
み
ぶ
の
妖
精
」と
名
付
け
て
商
標
登

録
し
、壬
生
産
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
は
じ

め
ま
し
た
。ま
た
、認
知
度
を
高
め
る
観
点

か
ら
、「
み
ぶ
の
妖
精
」の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ミ
ー
ナ
」を
作
製
し
、こ
の
愛
ら
し

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
広
め
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、町
と
同
じ
名
を
も
つ
京
野
菜
の

「
壬
生
菜
」に
も
注
目
し
、平
成
24
年
度
か

ら
町
内
の
農
家
と
連
携
し
て
試
験
栽
培
を
進

め
、壬
生
町
の
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い

る
の
が
、「
み
ぶ
ハ
イ
ウ
ェ
ー
パ
ー
ク・道
の
駅

み
ぶ
」。そ
の
名
の
と
お
り
、高
速
道
路
か
ら

も
一
般
道
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
複
合
施

設
で
す
。北
関
東
自
動
車
道
の
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
に
車
を
駐
車
し
て
、そ
の
ま
ま
わ
ん

ぱ
く
公
園
や
お
も
ち
ゃ
博
物
館
を
利
用
で
き

る
仕
組
と
な
っ
て
お
り
、壬
生
町
の
新
し
い

玄
関
口
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

MIC MONTHLY MAGAZINE     2014 May

23 22

健
や
か
に
く
ら
せ
る

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
へ

　

壬
生
町
は
ま
た
、「
医
療
の
ま
ち
」で
も
あ

り
ま
す
。昭
和
48
年
に
獨
協
医
科
大
学
を
誘

致
し
、現
在
で
は
獨
協
医
科
大
学
病
院
や
栃

木
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
が
あ
り
、人
口

あ
た
り
の
医
師
数
も
全
国
で
も
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
特
長
を
生
か
し
た
健
や
か
な
ま
ち

創
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ひ
と
つ

が
、獨
協
医
科
大
学
と
連
携
し
た「
み
ぶ
ま
ち・

獨
協
健
康
大
学
」。こ
れ
は
町
民
に
医
療
や
健

康
に
関
す
る
学
び
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
い

う
取
組
で
、昨
年
行
っ
た
第
１
回
目
の
講
座
で

は
瞬
く
間
に
参
加
者
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
壬
生
町
で
は
現
在
、こ
う
し
た
取
組
を
は
じ

め
と
す
る
新
し
い
総
合
振
興
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。そ
の
名
は「
壬
力
Ｕ
Ｐ
ス
マ
イ
ル
プ
ラ

ン
」。魅
力（
壬
力
）あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
し
て
、

壬
生
町
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　平成25年10月22日、「明日を担う壬生

の子どもたち“1000人の論語大朗誦」が

壬生町の中央公民館で開催されました。

　このイベントは、かつて壬生の地にあっ

た、栃木県最古の藩校「学習館」の開学

300年を記念して行われたもの。当時の壬

生藩主、鳥居忠英は論語の学習を重んじ、

その想いが早期の藩校設立につながった

といわれています。以来、壬生では先人の

教えを守り、町内の小中学校で論語抄を配

布するなど論語の学習に熱心に取り組ん

でいます。

　当日は、小学校の児童1,000名をはじめ

多くの町民が一堂に集まり、「子いわく、学

びて時に之を習う」と朗々した声が会場内

に響き渡りました。
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